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　材料創造研究センターは化学物質の分析・研究と教育を行う目的で、
工業化学科(現・物質応用化学科)と薬学科(現・薬学部)の要請により昭
和48年に設立された。理工学研究所の４番目の付属施設で、当時の名称
は「分析センター」。平成22年度に現名称に改めた。
　今年４月、これまで５カ所に分散していた分析装置を駿河台校舎２号館
地下１階に集約、全面リニューアルを行い、広さも３３３平方㍍に拡張して、
オフィス機能も強化した。
　新フロアは５ブロックに分かれ、①顕微ラマン測定装置などの顕微鏡
関係②広角回析装置などのＸ線回折関係③熱分析装置などの熱分析関
係④高速液体クロマトグラフ質量分析装置などの質量分析関係⑤電子ス
ピン共鳴装置などの分子構造解析関係――の14装置が整然と並ぶ。
物質応用化学科などを中心にそれぞれの研究室で新たに創造した化学

系の素材にＸ線を当てたり、熱を加えたり、磁気を当てたりして、その分
子構造や熱耐性など性質を分析する。最近ではディスプレー用の有機ＥＬ
材料や歯にかぶせるクラウン材料の組成が研究対象となった。
年６回開催する運営委員会 ( 議長・大月穣理工学部物質応用化学科教

授 )では、講演会の企画や申請する装置の選定が話し合われている。
　現状では４年に１台、装置の更新が基本。全装置のリニューアルには
40年以上かかるため、大月教授は「外部資金の導入による維持・運営を
積極的に行っていきたい」としている。
また特徴的なのが、一般計測、構造解析を学内外の研究者が広く利用
できるよう、分析装置ごとに講習を受けてライセンスを取得すれば自由に
使用できる「ライセンス制」を導入していることだ。利用手引きも整備
し、使用料金も比較的安価に設定している。
共同研究を含めた他大学、企業からの問い合わせも多くあり、門戸開
放型の研究施設として「都心の材料創造研究のハブ」になることを目指
している。
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